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国連中心の人道復興支援を


自衛隊の派兵は、イラク国民から憎まれ、日本が世界から孤立する道です。いまイラクで求められているのは、イラク国民の意思を尊重した、国連を中心とした人道復興支援です。


イラク国民が望んでいない、占領軍支援のための自衛隊をイラク派兵に反対の声を大きく上げましょう。





　小泉内閣は、無法な戦争につづき、イラクを軍事占領する米英軍を支援するために、自衛隊をイラクに派兵しようとしています。


イラク国民は米軍の占領に、「フセインもいやだが、米軍の占領も認めない」と反発しています。イラク各地で米英軍に対する抗議行動や撤退要求の運動、武装勢力の活動が強まっており、連日、米軍に死傷者が出ています。


イラクへの派兵は、戦後初めて戦闘地域に地上部隊を送ることになります。小泉首相は｢自衛隊員が殺されるかもしれないし、自衛隊員が人を殺すかもしれない｣と、平然と言い放っています。


とんでもないことです。











平和憲法を守ろう


　小泉首相の改憲指示に抗議する





小泉首相にあなたのご意見を


FAX　０３－３５８１－３８８３


http://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken.html





「改憲」で、自由に海外派兵できる国ねらう


小泉首相は再来年にむけ憲法改悪案をまとめることを指示し、自民党は改憲のために「国民投票」法案を来年にも成立させることを決めました。首相は「自衛隊は軍隊だ」などと公言し、自衛隊の海外派兵のじゃまになる戦争放棄の憲法９条を変えたいとしています。


力を合わせて平和憲法を守りましょう。
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